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なる既存の手段として IR を利用できる可能性を評価する。Serials Review 2008; 
34:27-30. 
©2007 Elsevier Inc. 禁無断転載。. 
 
 













献シリーズ、学部プロジェクト、博士論文の 4 つの例を挙げて考察する。 
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ときはまだ道のりの 4 分の 1 しか進んでいなかった。IR管理者は研究所長に機会を与えてほしいと懇
願し、数日後にワープロ（WordPerfect）ファイル 98 本を受け取った。これらのファイルをMS Word形式
に変換して連結し、原稿を整理して体裁を整え始めた。2週間で25万クリックの作業を行った後、2005
年 9 月 6 日に『The Online Dictionary of Invertebrate Zoology』2がIRで電子公開された。ハーフレター
サイズで約1,000ページの長さがあり、10メガバイトに近い大きさになった。IRの自動PDF生成フィルタ
によってMS Word文書から生成されたPDFファイルだった。 
 ほとんど一夜で、この著作のダウンロードは IR 全体の 3 分の 1 を占めるようになった。執筆者たちは
この分野で（社会的にも電子的にも）広いつながりを持ち、かなり以前から切望されていた著作だった
ことがわかった。この著作は最初の 1 か月に約 1,200 回ダウンロードされ、それ以降も毎月約 1,000
回ダウンロードされ続けている。公開後の約 6 週間で、Adobe InDesign で作成し Adobe Acrobat で
PDF 化した、より見栄えのいいバージョンが用意され、ファイルサイズも 3.4 メガバイトと小さくなった。














出版すらされていなかった（たとえば、Winthrop の『A Modell of Christian Charity』、Bradford の『Of 
Plymouth Plantation』、Edward Taylor の『Preparatory Meditations』、Samuel Sewall の『Diary』など）。
いくつかの作品は 19 世紀に散発的に発行された様々なシリーズで再公開されていたが、ほとんどは、










てから約 24 か月で）、36,000 回を超えるダウンロードがあった。最も人気が高く、他に大差をつけてい
るのは、James Andersonの 1723 年の作品『The Constitutions of the Free-Masons』のBenjamin 
Franklinによる 1734 年エディションで、これは米国で出版された最初のフリーメーソンに関する作品
だ。4また、同様に人気が高いのは、Cotton Matherの『The Wonders of the Invisible World』（1693）5と、
John Smithの『A Description of New-England』（1616）6、Increase Matherの『A Brief History of the 









III. .学部プロジェクト: 1898 年の夏、ネブラスカ州オマハではThe Trans-Mississippi and International 
Expositionが開催され、開催地内の様々な会場で毎日音楽が演奏された。この期間のプログラムと新
















数が（そして影響力が）約 60 倍増加するという差が出ている。 




保有した。2007 年の夏に ProQuest が Digital Commonsの管理を bepress（Berkeley Electronic Press）
に返すまで、我々の利用レポートは、この会員加入に基づく（キャンパスでは無償、キャンパス外では
有償の）論文のダウンロード数を示している。最近の ETD のダウンロードは、1 年に平均 7.20 コピーで
ある（27 か月に 1,527 件の論文を 24,770 回ダウンロード）。カバーページが「ヒット」した論文を実際に
ダウンロードする割合は 16.0%である（383,473 件ヒットした中から 61,507 件をダウンロード、2005 年 4
月には 9,391 ETD、2007 年 6 月には 10,446 ETD）。言い換えれば、タイトルと要約を見た 6 人の内 5
人は、その ETD をダウンロードしていない（キャンパス外の利用者の料金は約 30 ドル）。（IR のオープ
ンアクセス部では、ヒットに対するダウンロード率は 70～75%である。） 
 2006 年、大学では論文の電子保存を要求するようになった（これによって、図書館が製本と格納に
費やすコストを軽減した）が、大学院ではすべての対象 PhD が適切な PDF ファイルを生成できるとは
限らないことを懸念した。IR 管理者（筆者）は PDF 化について学生を補助したが、新しい PhD の約 10%
にあたる約 200 人は、ファイルを PDF に変換するために助力を必要とした（特に、音楽、現代語、英語
の年配の学生[35 歳以上]にその傾向が見られた）。ProQuest/UMI の論文保存契約は非独占的なも
のである（つまり、対象者は、別の場所に任意の形式で論文を公開または投稿する権利を保持する）。
そのため、IR 管理者は、新しい PhD の PDF ファイル生成を支援するたびに、IR のオープンアクセス側
で電子公開することの利点を候補者に説明した（ただちに公開できる、Google 検索ができる、永続的
にリンクできる URL、全世界から 24 時間 365 日アクセスできるなど）。ほとんどの対象者は論文をオー
プンアクセス IR に投稿することに同意した（おそらく、何よりも感謝から同意してくれたのだろう）。こう
して、66 件の ETD が完全にオープンアクセスで IR で公開された。 
 オープンアクセスにした論文のダウンロード数は飛躍的に伸びた。毎月のトップ「ダウンロード数」リ
ストの半数を占め、その人気によって、教授が執筆した、審査済みで学術雑誌公開済みの論文はす
っかり影が薄くなるほどだった。オープンアクセス論文の 1 年間の平均ダウンロード数は 424 だった
（利用できた 726 か月で 25,658 回のダウンロード）。これを非オープンアクセスの論文の 1 年間の平
均 7.2 回と比較すると、5889%の増加で、約 60 倍にもなる。いささか驚いたのは、最も人気のある（19
か月で 3,759 回ダウンロードされた）論文はすべてスペイン語で書かれた、Julio César Sánchez 
Rondónの『Poética de lo Soez: Luis Rafael Sánchez: Identidad y Cultura en América Latina y 
en el Caribe』だったことだ。11（そして、文芸批評は死んだ、と言った）。 
他のオープンアクセスの論文と比べても、この論文の人気は高い。リポジトリのオープンアクセス部で










力が行われてきた。アクセス増加に最も効果を発揮しているのはThe Online Books Page12で、ここにリ
ストされると、ほとんどすぐに 1 日のダウンロード数が 3 倍になるのが通常だ。Wikipedia13も役立つ人
気サイトだが、利用者は外部リンクについてのガイドラインを調べてこれに従う必要がある。14有効性
が実証されている別のリソースにMLA International Bibliography15とIntute16がある。専門分野を特化し








 検索エンジン向けの最適化（Search Engine Optimization、SEO）は、広く認識されるためのもう一つ
の重要な要素である。主題をタイトルに盛り込んで、要約のメタデータを最大限活用することが重要だ。
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